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つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で

◆
貸
し
切
り
バ
ス
に
て
三
施
設
巡
回

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
（
館
内
見
学

Ｊ
Ｒ
南
越
谷
駅
前
午
前
八
時
三
十
分

武
蔵
野
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乗
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換
え
Ｔ
Ｘ

Ｊ
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Ｊ
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流
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Ｉ
つ
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第
三
四
六
回
史
跡
め
ぐ
り

見
学
） 宇

宙
に
行
こ
う

つ
く
ば
植
物
園
（
専
門
ガ
イ
ド
の
案
内
で
園
内
見
学
）

（
館
内
見
学
）

バ

ス

つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
（
昼
食
・
館
内
自
由

Ｔ
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つ
く
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“
沿
線
開
発
の
期
待
を
乗
せ

筑
波
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
”

茨
城
・
つ
く
ば
と
東
京
・
秋
葉
原
を
結
ぶ
「
つ
く

緋
華
謬
職
怖
謝
畿
卿
蕊
輔
撫

た
。が

運
営
。
沿
線
開
発
・
発
展
に
期
待
が
か
か
り
は
Ｕ

ま
す
。
く
砿

熱
鯛
繍
繍
淵
騰
紳
撫
群
》
稲

最
短
四
十
五
分
で
結
び
ま
す
。

に
可
動
式
の
さ
く
が
設
け
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

都
内
の
地
下
区
間
に
あ
る
二
ヶ
所
を
除
く
と
、

目
立
っ
た
カ
ー
ブ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
新
幹
線

な
ど
と
同
様
の
自
動
列
車
制
御
装
置
（
Ａ
Ｔ
Ｃ
）

を
備
え
て
い
ま
す
。
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市
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一
）我
が
国
の
宇
宙
開
発
の
最
先
端
技
術
が
結
集
し
た
施
設
で
、
展

示
室
で
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
縮
尺
モ
デ
ル
・
人
工
衛
星
や
ロ
ケ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
の
実
物
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
宇
宙
飛
行
士
野

口
聡
一
さ
ん
他
多
数
の
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
た
ち
が
、
宇
宙
飛
行

士
養
成
棟
か
ら
育
っ
て
い
ま
す
。

●
宇
宙
セ
ン
タ
ー
内
各
施
設

①
第
一
展
示
室

宇
宙
開
発
事
業
団
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
全
体
の
研
究
開
発
内
容
を

紹
介
す
る
展
示
室
で
す
。

②
第
二
展
示
室

人
工
衛
星
な
ど
実
際
に
打
ち
上
げ
る
物
が
、
ど
の
く
ら
い
大
き

い
か
解
る
よ
う
、
本
物
（
実
機
）
を
含
む
実
物
大
の
試
験
モ
デ
ル

が
多
い
展
示
室
で
す
。

③
追
跡
管
制
棟

我
が
国
が
打
ち
上
げ
る
人
工
衛
星
の
追
跡
管
制
を
組
織
的
か
つ

円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
中
枢
的
役
割
を
担
う
設
備
を
有
し
て
い

ま
す
。

④
総
合
環
境
試
験
棟

Ｈ
１
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
っ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
る
大
型
の
人
工
衛

星
や
宇
宙
基
地
、
宇
宙
往
還
機
等
、
今
後
考
え
ら
れ
大
型
供
試
体

の
開
発
実
験
を
行
う
た
め
に
建
設
さ
れ
た
建
物
で
す
。

⑤
無
重
量
環
境
試
験
棟

直
径
十
六
メ
ー
ト
ル
深
さ
十
・
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
巨
大
な
円

１
１

３
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宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
搭
乗
員
の
選
抜
・
養
成
訓
練
と
健
康
管
理
の
実
施
及
び
こ
れ
ら
の
選
抜
・
養
成
訓
練
と
健
康

管
理
に
係
わ
る
技
術
開
発
を
行
う
目
的
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
（
財
）
つ
く
ば
科
学
万
博
記
念
財
団
（
つ
く
ば

尾
み

筒
形
の
無
重
量
環
境
を
模
擬
す
る
こ
と
の
出
来
る
水
槽
が
あ
り
ま
す
。
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市
吾
妻
二
’
九
）

昭
和
六
○
年
（
一
九
八
五
）
に

開
催
さ
れ
た
「
つ
く
ば
科
学
万
博
」

を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で

宇
宙
開
発
・
海
洋
開
発
・
原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
他
科
学
技
術
全

般
に
つ
い
て
幅
広
い
展
示
を
行
う

と
と
も
に
、
世
界
最
大
級
の
ド
ー

ム
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
上
映
し

て
ま
す
。
今
回
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
は
改
装
中
で
残
念
な
が
ら
見
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

●
一
階
の
展
示
室
（
十
五
の
展
示
）

●
二
階
の
展
示
室
（
五
の
展
示
）

●
中
庭

揺
る
ぎ
石
（
エ
キ
ス
ポ
８
５
展

示
物
）

●
屋
外
Ｈ
２
ロ
ケ
ッ
ト
実
物
大
模
型
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関
わ
り
の
あ
る
植
物
・
世
界
の

し
、
四
季
折
々
に
変
化
す
る
様

し
て
説
明
を
し
て
く
れ
ま
す
。

回パーキング
研究管這区域は公開し
ていません｡
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